
１．は じ め に

今日，日本農業・農村を取り巻く環境は厳しい状況
にあり，農業生産の減退，後継者不足などによる農業
の衰退が懸念されている．野菜生産においても，価格
の低迷や労働力の減少は深刻である．
このような中，近年のイチゴ生産の現状は，農林水

産省「園芸用ガラス，ハウス等の設置状況」各年版に
よれば，全国の施設イチゴの栽培面積は１９９９年の
５９，４１３千�から２００３年の５２，４４９千�に減少している
が，養液栽培の面積は１，１５９千�から３，７２３千�に増加
している．この養液栽培面積の増加は，後にも述べる
とおり高設栽培の増加によるものと推定される．愛媛
県においても，柑橘農家が生産・販売の不振からイチ
ゴ栽培に転向する事例や，新規就農者がイチゴ生産に
取り組む事例がみられ，販売面積は１９９９年から増加し
てきている１）．
しかし，イチゴの単価は１９９９年から低下し始め，愛

媛県では２００１年度産のイチゴの平均単価が９２６円／kg

と，１，０００円台を割り込んだ２）．また，韓国から冬期の
イチゴの輸入に加え，中国からの輸入も考えられるよ
うになり，イチゴ生産を取り巻く環境も厳しくなりつ

つある．
イチゴ生産に新たに取り組む農家の多くは，高設栽
培システムを導入している．高設栽培とは，栽培槽が
地面から隔離された所にある栽培方法のことを指し，
一般に高設栽培とあわせて言及されることの多い養液
栽培３），養液土耕栽培４）とは概念的には別であるが，
イチゴ高設栽培の主要方式はほとんどが養液栽培であ
り，実態上はイチゴの養液栽培は即高設栽培と言うこ
ともできる．高い位置に栽培層を設置することで作業
姿勢が改善されるため，省力化，軽作業化が可能であ
る．また，省力化，作業時間の短縮によって，広い面
積でのイチゴ栽培が可能になり，規模拡大による収益
の増加も期待できる．これらのことから，高設栽培シ
ステムの導入が進んでいると考えられる．
高設栽培システムは，導入コストが高く，初期投資
が大きい．それにもかかわらず，収量，品質の個人差
が大きく，期待した効果が得られていない経営も見受
けられる．その理由のひとつには，高設栽培システム
の導入に多額の費用が必要なことがある．これは経営
を圧迫する原因になる．また，高設栽培システムの中
には，地床栽培の技術を活かしにくいシステムもあ
る．さらに，今までイチゴ栽培を経験したことのなか
った農家の場合には，栽培技術も問題となる．
そこで本研究では，イチゴ高設栽培システムを導入
して間もない農家に焦点をあて経営分析を行い，高設
栽培システム導入直後の経営状態を明らかにし，費用
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及び技術の両面から経営改善の方向性を考える．

２．分析の方法

（１）調査対象農家

調査対象農家及び試験場について説明する．調査の
中心となる農家は，愛媛県重信町のイチゴ高設栽培農
家（以後「農家 A」）である．この農家は，筆者が長
い間身近にその経営を観察してきた農家であり，調査
対象として最も適当と考えて選定した．栽培面積は
１０．０a で，高設栽培装置の方式は香川県方式である．
香川県方式（香川型イチゴピート栽培システム「らく
ちん」）とは，ピートバッグ方式で，培地はピートモ
スとロックウール粒状綿が３：１の割合であり，１つ
のバッグに１８a の培地が詰められている．栽植本数は
１バッグ当たり８株で，１０a では８，０００株になる．肥
培管理は専用複合制御給液装置（らくちんコントロー
ラー）による掛け流し式である．培地加温は無い．
農家 A の経営を分析するため，比較の対象として，
次の４つの農家と１試験場を取り上げた（表１）．
まず，愛媛県土居町イチゴ高設栽培農家（以後「農

家 B」）である．栽培面積は１９．０a で，高設栽培シス
テムは香川県方式である．この農家を比較の対象とし
た理由は，農家 A と同じ高設栽培方式を利用してい
るためである．
愛媛県西条市イチゴ高設栽培農家（以後「農家 C」）

は栽培面積２２．４a である．愛媛県宇和町イチゴ高設栽
培農家（以後「農家 D」）は栽培面積１０．８a である．
農家 C と農家 D は，簡易高設による栽培を行ってい
る．簡易高設は自作が可能で，農家によって様々な工
夫を施すため，一概にその内容が特定できないが，愛
媛県で多くみられる様式について説明すると，培地は
籾がら，ピートモス，バーク堆肥，マサ土で，発泡ス

チロールの栽培槽に充填して用いる．肥培管理は，タ
イマー制御給液装置による掛け流しである．ただし，
農家 C 及び D については確実な事は情報入手できて
いない．簡易高設は作成マニュアルが無いため，「方
式」とまでは言い難いが，愛媛県で最も普及している
高設栽培のやり方であり，また，西条市と宇和町は，
愛媛県で有数のイチゴ産地でもあることから，この２
地域に存在する適当な規模の農家として取り上げた．
愛媛県伊予市イチゴ高設栽培農家（以後「農家 E」）
は栽培面積１６．０a で，高設栽培装置は「とこはる」を
用いている．伊予市は農家 A の所在する重信町に近
く，農家 E の規模は比較的農家 A に近いことからこ
れを選定した．「とこはる」は，深さ１１cm×幅２３cm

の発泡スチロール製ベッドの栽培槽を用いる．培地は
ピートモスのみ，もしくはピートモス７５％とロックウ
ール粒状綿２５％の混合培地を栽培槽に充填する．給液
方法は，専用複合制御給液装置による培養液の掛け流
しである．培地加温は，深夜電力を利用した温床線に
よって行う．栽植本数は１０a あたり約７，５００株である．
「とこはる」は，愛媛県内で香川県方式に次いで普及
している高設栽培システムであるため，事例として取
り上げた．
静岡県農業試験場（以後「試験場」）は，栽培面積

６０．０a の大規模経営，有機培地を用いた高設栽培シス
テムについての試算である．１０a あたりの株数は
８，０００株である．静岡県は高設栽培の先進県の一つで
あり，本研究の調査の中心である農家 A が栽培して
いる品種と特徴が似ていることから取り上げた．ま
た，試験場の試算は，全国的なイチゴ高設栽培の指標
のひとつとして比較の対象にした．
調査対象農家の栽培品種は，農家 A は「紅ほっ
ぺ」，農家 B，D，E は「さちのか」，農家 C は「レッ

農家 A ※１ 農家 B ※２ 農家 C ※２ 農家 D※２ 農家 E※２ 試験場 ※３
調査地 重 信 町 土 居 町 西 条 市 宇 和 町 伊 予 市 静 岡 県
高設方式・栽培様式 香川県方式 香川県方式 簡 易 高 設 簡 易 高 設 と こ は る （有機培地）
品種 紅 ほ っ ぺ さ ち の か レッドパール さ ち の か さ ち の か 章 姫
栽培面積 （a） １０．０ １９．０ ２２．４ １０．８ １６．０ ６０．０
単位収量 （�／１０a） ３，２１５ ３，２８６ ３，２３０ ３，７４８ ３，９９７ ６，０００
単価 （円／�） ８６７ １，１００ ８２９ ９５０ ９１３ １，１０２
生産（見積）価額 （円） ２，７９０，０８６ ３，６１５，５２６ ２，６７７，５６４ ３，５６１，１８１ ３，６４９，６２１ ６，６１２，０００
経営費 （円） ２，２０２，１３０ ２，３５２，１４７ ２，０５６，０３２ ２，２８８，４２９ ２，９９２，８７７ ３，７３６，０８６
備考 高設施設はリース 改良資金利用 高設施設はリース

表１ 調査対象農家におけるイチゴ高設栽培の概要

※１…農家の決算報告書を筆者が整理
※２…出所：農産物及び農産加工品生産費調査（愛媛県農業試験場作成），農家 B 及び E は２００１年，農家 C，D は２００２年
※３…出所：イチゴ養液栽培経営指標（静岡県編集），２００４年版
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ドパール」，試験場は「章姫」である．章姫は，やや
長紡錘形の果実で，果肉がやや柔らかい．大果で多収
性品種である．紅ほっぺは，章姫に代わる品種として
開発され，章姫よりやや大果，多収性品種である．章
姫よりも果実が硬く，栽培しやすい品種である．さち
のかは，果実の着色と形状のそろいが良く，外観が良
い．食味も良好であり，果実が硬いので作業性に優れ
ている．レッドパールは，低温に強く，日陰でも着色
が良好であり，果形変化が少なく安定している．

（２）手法

分析の手法としては，第一に，経営費の変化率及び
各費目の寄与度を測定し，第二に，損益分岐点分析を
行った．また，損益分岐点分析については，要因分解
を行うことにより，損益分岐点売上高に対する各費目
の影響を調べた．この場合，変動費率の要因が大きけ
れば，各変動費の影響を調べる必要があり，あわせ
て，変動費率の要因分解も行った．

� 経営費の変化率及び寄与度
変化率は次の式により算出した．

変化率（％）＝

今期（年）の経営費の値－前期（年）の経営費の値
前期（年）の経営費の値

×１００

（３．１）

経営費を C，各費用を C1，C2，C3…，C の変化量
を⊿C（＝Ct－Ct－1）とすると，

Ct＝C1t＋C2t＋C3t＋…＋Ct15 （３．２）
⊿Ct＝⊿C1t＋⊿C2t＋⊿C3t＋…＋⊿C15t （３．３）
となる．（t は時点）
式（３．３）の両辺を C の１期（年）前（Ct－1）の
値で割ると，

⊿Ct

Ct－1
＝⊿C1t

Ct－1
＋⊿C2t

Ct－1
＋⊿C3t

Ct－1
＋…＋⊿C15t

Ct－1
（３．４）

この式の左辺は経営費の変化率，右辺は各費用の経
営費の変化に対する寄与度を表す．したがって，各費
用の寄与度の合計は，経営費の変化率になる．
一般に，変化率及び寄与度は時系列の変化をみると

きに用いるが，本研究では，方式別にみた比較を行う
場合にもこの方法を用いた．その際の基準は試験場と
し，上式の t は時点ではなく場所を表す．

� 損益分岐点分析
損益分岐点売上高は次の式により算出した．

x＝ F
１－v

（３．５）

x：損益分岐点売上高
F：固定費， v：変動費率

変動費率は，次のとおりである．

v＝V
R

（３．６）

v：変動費率
V：変動費，R：売上高（生産価額）

� 費目の内容
損益分岐点分析に算入した費目の内容は，愛媛県農
業試験場作成の「農産物及び農産加工品生産費調査」
に基づいたが，損益分岐点分析を行う便宜上，費目名
及び内容を若干変更したものもある．変更した費目の
内容は次のとおりである．
賃借料・料金は，農機具，建物等の賃借料，賃耕料
等の料金に，対象作物の負担率を乗じて計上する．農
家 A は栽培施設および高設栽培装置をリース契約し
ており，賃料料金として会計処理している．しかし，
施設等はいずれ所有権が借り手である農家に移転する
と認められるため，実質的には資産ということができ
る．このため，一年間のリース料約７０万円は，減価償
却費とリース債務に対する支払利息ということがで
き，これを減価償却に算入した．ただし，農家 D に
ついては，高設施設のリース契約の内容が不明である
ため，減価償却費としては扱わなかった．
減価償却費は，建物，施設等の場合は取得価額の

１０％を残存価額として，定額法によって減価償却を行
う．耐用年数は法定耐用年数による．取得価額が１０万
円以上の農機具も同様に減価償却を行う．
修繕費は，建物・施設等の維持修繕について，購入
材料の代金及び支払労賃及び取得価額が１０万円以上の
農機具の維持修繕についての，購入材料の代金及び支
払労賃を計上する．
農具費とは，鎌，刈払い機，スコップなど１個又は
１組の取得価額が１０万円未満の農業機械，小農具等の
購入補充費である．

� 固定費と変動費の区分
変動費とは，生産量の増減と関係して変動する費用
のことである．変動費の費目は，種苗費，肥料費，農
薬費，光熱動力費，諸材料費，販売費・一般管理費，
雇用労働費（臨時雇用）である．
固定費とは，生産量の変化とは関係なく発生する費
用のことで，土地改良・水利費，租税公課，減価償却
費，修繕費，農具費，生産管理費がそれにあたる．
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� 損益分岐点売上高の要因分解
各方式別の損益分岐点売上高の差異は，試験場を基

準に次の式により要因分解を行う．

⊿x
x
＝⊿F

F
－⊿（１－v）

１－v
（３．７）

⊿は試験場と各農家の差を表す．また，固定費は次
のように分解できる．

⊿F
F
＝⊿F1＋⊿F2＋…＋⊿Fn

F
（３．８）

� 変動費率の要因分解
変動費率の差異の要因分解も，損益分岐点分析の要

因分解と同様に行う．即ち，

⊿v
v
＝⊿V

V
－⊿R

R
（３．９）

である．また，変動費も次のように分解できる．

⊿V
V
＝⊿V1＋⊿V2＋…＋⊿Vn

V
（３．１０）

３．分析と考察

（１）農家 A の経営費の年別比較

第３章の手法で示した手順に従い，農家 A の経営
費全体について年毎の変化を調べ，その変化に対する
各費目の寄与度を分析する．
農家 A の年毎の経営費の比較を行うと，次の通り
である（表２）．

光熱動力費は２００２年から２００４年で１３％減少してい
る．これは，ハウス内の設定温度を下げ，培地加温に
より培地と植物体だけを効果的に保温することで，暖
房費を削減できたためである．
諸材料費は，寄与度が２００２年から２００３年で－２０％と
最も大きい．これは，イチゴ高設栽培導入の最初の年
である２００２年に，新たな資材購入に多くの費用が必要
であったためである．
諸材料，農具の購入は，初年に集中する．高設栽培
システムの導入初年の損益分岐点売上高が高い要因の
一つといえる．資材購入の際に，その必要性も含めた
十分な検討が必要であると同時に，高設栽培システム
導入にはある程度の資金が必要であるといえる．

（２）方式別にみた経営費の比較

イチゴ高設栽培の経営費が各方式によりどのように
違うかを，静岡県農業試験場を基準として調べた．静
岡県の事例では，販売・一般管理費の額が高くなって
おり，この中には出荷資材費・運賃等の流通経費が含
まれているが，これら費目の構成は農家 A から E も
同じである．それでは，なぜ金額的にこれだけの差が
あるのかという点については，むしろ農家の経費の見
積りのほうが過少である可能性があるが，本研究では
この点を十分に解明できなかった．このため，試験所
の販売・一般管理費が高い理由あるいは農家の販売・
一般管理費が低い理由のいかんによっては，本論文の

費 用
農 家 A ※１ ２００２－２００３ ２００３－２００４ ２００２－２００４

２００２年 ２００３年 ２００４年 変化率 寄与度 変化率 寄与度 変化率 寄与度
種 苗 費 ８３，６６０ ６１，０２０ １１，７６４ －２７．０６ －０．６９ －８０．７２ －１．６６ －８５．９４ －２．２１
肥 料 費 １７７，１１１ １１５，５０５ １２８，６６０ －３４．７８ －１．８９ １１．３９ ０．４４ －２７．３６ －１．４９
農業薬剤費 ８１，０６６ ７９，４３４ ６８，３２１ －２．０１ －０．０５ －１３．９９ －０．３８ －１５．７２ －０．３９
光熱動力費 ８２１，０５７ ６１９，４０５ ７１５，１０３ －２４．５６ －６．１９ １５．４５ ３．２３ －１２．９０ －３．２５
諸 材 料 費 ７５３，８０３ １８６，２０５ １１２，４７９ －７５．３０ －１７．４２ －３９．５９ －２．４９ －８５．０８ －１９．６９
土地改良・水利費 ５，０００ ５，０００ ５，０００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
賃借料・料金 １３４，８６３ ２８，２６７ ４．１４ －７９．０４ －３．６０ ０．８７
租 税 公 課 １８９，２２０ ８９，１８４ ３６，９７９ －５２．８７ －３．０７ －５８．５４ －１．７６ －８０．４６ －４．６７
減価償却費 ７５０，２５０ ７５０，２５０ ７５０，２５０ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ０．００
修 繕 費 ５９，４６９ ２３５，１３８ ２１，６６９ ２９５．４０ ５．３９ －９０．７８ －７．２１ －６３．５６ －１．１６
農 具 費 ２６，７２０ ２０７，３３５ ６２，０００ ６７５．９５ ５．５４ －７０．１０ －４．９１ １３２．０４ １．０８
生産管理費 １９９，５６２ ２５１，１４１ １４２，９６９ ２５．８５ １．５８ －４３．０７ －３．６５ －２８．３６ －１．７４
雇用労働費 １１５，０００ ３．５３ －１００．００ －３．８９ ０．００
支 払 利 子 ４，１３２ ６，７３５ ６３．００ ０．０８ －１００．００ －０．２３ －１００．００ －０．１３
販売・一般管理費 １０６，５９０ １１０，５７３ １１８，６６９ ３．７４ ０．１２ ７．３２ ０．２７ １１．３３ ０．３７
経 営 費 ３，２５７，５８０２，９５９，７４０２，２０２，１３０ －９．１４ －２５．６０ －３２．４０

表２ 農家 A における経営費の変化 （単位：円，％）

※１…農家の決算報告書を筆者が整理

４ 佃 公仁子・大隈 満・胡 柏



結論が異なってくることも十分考えられるが，現時点
ではとりあえず取得した資料に従って分析を加えるこ
ととした．
なお，静岡県農業試験場は経営費も割高になっては

いるが，後述する図１から分かるとおりすべての農家
よりも損益分岐点比率が高いことから，イチゴ高設栽
培農家の目指すべき一つの方向を示しているといえ，
これと比較することで経営改善の方向性がより明確に
なると考える．
なお，試験場のデータとしてはこの他に愛媛県農業

試験場が開発した「イチゴ高設愛媛農試方式（愛モッ
ク）」（以後愛媛農試方式）によるものが挙げられる．
愛媛農試方式は，不織布をパッカーで吊り下げたハン
モック方式の栽培槽を用いた高設栽培装置で，肥培管
理は，栽培に必要な養分を全量基肥にし，水のみ（一
部排液が混ざる）を循環させる方式を採用している．
愛媛農試方式は，香川県方式など市販の高設栽培シス
テムの設備費が高いことや，簡易高設がマニュアル化
されていないことなどの問題点を解決するために新た
に開発された低コスト高設栽培システムであるが，図
１からわかるとおり，農家 B よりも損益分岐点比率
が低く，農家が目指すべき目標とするのは適当でない
と考え対象から外したが，参考までにその経営試算
（表３では愛媛農試と表示）を示した（表３）．
経営費の違いについて，次の三点を指摘したい．

第一に，光熱動力費は，農家 A の場合，試験的に
様々な設備を導入しており，暖房設備も毎年少しずつ
変更しているため，同じ香川県方式である農家 B と
比較して，若干高くなっていると思われる．農家 E

も，光熱動力費が経営費を上げる方向に働いている．
光熱動力費は暖房費のみで構成されているわけではな
いが，この結果のみでは，高設栽培装置「とこはる」
の特徴である夜間電力による培地加温（温床線）の有
効性はあまり認められない．
第二に，諸材料費は育苗方法や高設栽培方式の違い
で必要になる資材が異なるため，経営費の変化に影響
が出るのではないかと考える．農家 C，D が用いてい
る手作りが可能な簡易高設は，諸材料費が多く必要に
なっているようである．
第三に，経営費の変化率をみると，試験場と比べて
各農家の経営費が２０％から４５％程度低くなっているこ
とがわかる．しかし，各農家の単収は試験場よりも，
２．５t 程度少なくなっている．このことから，現在の
イチゴ高設栽培の栽培技術は高投入高収量，低投入低
収量となっているといえる．
これらのことから，今回の調査では，システムとし
て確立している高設栽培の方式による収量当たりの経
営費の違いは，ほとんど見られないことが分かった．

農家A※１ 寄与度 農家B※２ 寄与度 農家C※２ 寄与度 農家D※２ 寄与度 農家E※２ 寄与度 試験場※３ 愛媛農試※４

種 苗 費 １１，７６４ －０．１５ ６，３１６ －０．３０ －０．４７ １４，８７５ －０．０７ ３４，８０６ ０．４６ １７，５００ １０，０００

肥 料 費 １２８，６６０ ０．４０ ４２，９８４ －１．８９ ４１，２８１ －１．９３ ６１，２４１ －１．４０ ５０，００９ －１．７０ １１３，５４８ ５４，０００

農業薬剤費 ６８，３２１ ０．２０ ３８，５１６ －０．６０ ７９，６４７ ０．５０ ５８，７６９ －０．０５ １７０，８９３ ２．９５ ６０，８１８ １２０，０００

光熱動力費 ７１５，１０３ ７．７２ ２０２，４２１ －６．０１ ９９，７３０ －８．７５ ４１９，７８２ －０．１９ ６００，９９６ ４．６６ ４２６，８００ ４８，０００

諸 材 料 費 １１２，４７９ －１．６８ ６７４，１５８ １３．３５ ７５６，８８８ １５．５７ ６４３，４３１ １２．５３ ３４８，７２４ ４．６４ １７５，３０７ ２８７，７００

土地改良・水利費 ５，０００ ０．１３ １７，３６８ ０．４６ ０．００ ４，２４５ ０．１１ ２，８１４ ０．０８

賃借料・料金 ２８，２６７ ０．３３ －０．４３ －０．４３ ５１９，５３６ １３．４８ ６４８，０４７ １６．９２ １６，０００

租 税 公 課 ３６，９７９ ０．９９ ０．００ ０．００ ５８，２３２ １．５６ ９７，４７４ ２．６１

減価償却費 ７５０，２５０ １．８８１，１８９，７８３ １３．６５ ７５２，３０３ １．９４ ３７７，３５３ －８．１０ ４３５，６６０ －６．５４ ６７９，９５８ ６４８，０００

修 繕 費 ２１，６６９ －５．２０ －５．７８ －５．７８ ３５，４１７ －４．８３ ９，０２０ －５．５４ ２１５，８３２

農 具 費 ６２，０００ １．６６ ０．００ ０．００ ３，８８９ ０．１０ ３８２ ０．０１

生産管理費 １４２，９６９ ３．８３ １８０，６０１ ４．８３ ０．００ １０，１７８ ０．２７ ６１，０３５ １．６３

雇用労働費 －２３．０８ －２３．０８ －２３．０８ ８１，４８１ －２０．９０ ２４４，３４４ －１６．５４ ８６２，１８３

支 払 地 代 ０．００ ０．００ ０．００ ０．００ ３３８ ０．０１

販売・一般管理費 １１８，６６９ －２８．０９ －３１．２７ ３２６，１８３ －２２．５４ －３１．２７ ２８８，３３５ －２３．５５１，１６８，１４０１，１７３，３００

経 営 費 ２，２０２，１３０ －４１．０６２，３５２，１４７ －３７．０４２，０５６，０３２ －４４．９７２，２８８，４２９ －３８．７５２，９９２，８７７ －１９．８９３，７３６，０８６２，７７３，０００

表３ 試験場と農家の経営費の比較 （単位：円，％）

※１…農家の決算報告書を筆者が整理
※２…出所：農産物及び農産加工品生産費調査（愛媛県農業試験場作成），農家 B 及び E は２００１年，農家 C，D は２００２年
※３…出所：イチゴ養液栽培経営指標（静岡県編集），２００４年版
※４…出所：愛媛県農業試験場、引用・参考文献〔１０〕，２００６年

損益分岐点分析等を使ったイチゴ高設栽培方式の比較に関する研究 ５



（３）損益分岐点売上高

損益分岐点分析を行った結果を図１に示す．家族労
働費を含む分析を行ったのは，家族労働費が所得税法
の青色申告制度で認められている「青色事業専従者給
与」などのかたちで家族に労賃を支払っている場合が
あり，このため，家族労働費は費用として計上したほ
うが適切であるからである．
これによると，家族労働費を含めた一般的な高設栽

培の損益分岐点売上高は，４００万円前後である．農家
A と比較するために選んだ農家 B から E 及び試験場
について，次の三点を指摘したい．
第一に，農家 B と試験場では，生産価額が損益分

岐点売上高を上回っている．農家 B では，変動費が
低く抑えられているため，売上高に対する変動費率が
低く，損益分岐点売上高も抑えられている．販売単価
も１，０００円／kg を上回っている．しかし，イチゴの販
売単価が徐々に低下している中，秀品率を保っても，
市場でのイチゴ全体の評価が低下し，販売単価が
１，０００円／kg を割り込むようなことになれば，現在と
同程度の生産価額を確保するのは難しくなると考えら
れる．試験場では，変動費，固定費ともに高く，経営
費も最も高くなっているが，それを上回る生産価額が
見込まれている．
第二に，農家 C と農家 D では，生産価額が損益分

岐点売上高を下回っている．販売単価が１，０００円／kg

を下回っているため生産価額が若干低く，変動費が高
いために変動費率が高く，損益分岐点が引き上げられ
ている．
第三に，農家 E では，損益分岐点売上高が約９５０万

円と高くなっている．各費用をみると，特に家族労働
費が高くなっている．高設栽培システムの違いや品種
による作業時間の差異は僅かなものであり，大差はで
ないはずである．推測になるが，農家 E ではイチゴ
以外の農産物を栽培していて，家族労働時間が過剰に
計算されたのではないかと思われる．そこで，家族労
働費の影響を除いた分析をした場合，農家と試験場の

損益分岐点売上高の平均は約１６０万円，農家 E の損益
分岐点売上高は約１８０万円となり，平均と近い損益分
岐点売上高となる．
このような理由から，特別な事例と考えられる農家

E を除いた，その他の農家と試験場の損益分岐点売上
高の平均は，４２０万円程度となる．それぞれ１年分の
計数に過ぎないが，地域の違う複数の農家と試験場の
平均値であるので，現在のイチゴ高設栽培の損益分岐
点売上高は，この程度と推測する．この損益分岐点売
上高を超えた売上を達成するためには，販売単価が
１，０００円／kg の場合，約４．２t の生産量が必要である．
そこで，以上の事例と比較しながら，農家 A の経
営について分析した．農家 A はイチゴ栽培開始から
３年目で，損益分岐点売上高が一般的な水準である
４００万円に近づいている．農家 A の２００４年の損益分岐
点売上高は，約５００万円である．仮に販売単価が１，０００
円／kg の場合，１０a 当たり５t 以上の収量をあげる必
要があるが，これには栽培技術の向上が必要であるほ
か，肥料費が増加するおそれもある．また，農家 A

の２００４年の１０a 当たりの収量は３．２t である．JA えひ
め中央での２００４年度の生産実績は，１０a 当たりの平均
収量が約３．４t であり，イチゴ生産者４９名中，１０a 当た
り５t 以上の収量をあげたのは１名だけであった．ま
た，JA えひめ中央が生産目標を１０a 当たり４t として
いることからも，単収を５t に伸ばすのは難しいと考
えられる．したがって，損益分岐点の引き下げが求め
られることになる．
参考までに，愛媛農試方式の経営試算の損益分岐点
分析を行うと，変動費約２１３万円，固定費約２５６万円
（減価償却費６４．８万円）で，家族労働費を含む損益分
岐点売上高は約５０８万円であった．香川県方式に比べ
減価償却費は減少したものの，経営費，損益分岐点売
上高は，調査した中で３番目に高くなっており，この
結果からは，低コスト循環型高設栽培方式を導入する
だけでは，経営改善は難しいといえる．しかし，資材
費が安価で，農家自身による設置が可能であることか

図１ 試験場と農家の損益分岐点比率

６ 佃 公仁子・大隈 満・胡 柏



ら，導入に際しての経費が削減されるため，高設栽培
導入直後の経営費，損益分岐点売上高を低くすること
は可能である．
次に，どのように損益分岐点売上高の引き下げを行

うかについて検討するため，各方式間の差異がどうな
っているのかを，要因分解によって調べた．

（４）方式別損益分岐点売上高の差異の要因分解

損益分岐点売上高について，まず比較の対象である
農家 B から E までについて次の点を指摘したい（図
２）．

第一に，農家 C 以外の農家は減価償却費要因の絶
対値がその他の固定費要因の絶対値よりも大きい．
第二に，農家 B では，変動費率要因よりも固定費
要因のほうが強く影響している．農家 B は，他の農
家と比べて減価償却費が高い．高設方式は農家 A と
同じ香川県方式である．農家 A は補助金を利用して
いるが，農家 B ではそれがないか，他の設備，例え
ば暖房設備，細霧機，酸素混入機などを加えている可
能性があると考える．
第三に，農家 C では固定費要因が変動費率要因よ
りもやや強く，また，減価償却費要因よりもその他の
固定費要因の方が強く影響している．農家 C の減価
償却費以外の固定費がないことが原因である．
第四に，農家 D では，減価償却費が－３４％で，損
益分岐点売上高を引き下げる要因となっている．
第五に，農家 E は，変動費率による影響が大きい．
経営費の変化率に対する寄与度を見ても，諸材料費な
ど変動費の影響は大きい．
これらの農家に比べて，農家 A では，変動費率要

因よりも固定費要因のほうが強く影響している．これ
は，他の農家であまり計上されていない農具費や生産

管理費が多くなっているためで，栽培歴の浅い農家 A

が，栽培技術向上のための研修などに多く費用を割い
ているためと考えられる．
次に，変動費率の差異の要因分解であるが，経営規
模の違いによる雇用労働費の影響のほか，１０a あたり
生産量の差による生産価額要因と，それに応じて変化
する販売・一般管理費の要因を除く，農家 A 以外の
各農家の特徴は次のとおりである（表４）．

第一に，農家 B と農家 C は，諸材料費が変動費率
を上げ，光熱動力費が変動費率を下げている．
第二に，農家 D では，諸材料費と共に賃借料・料

金が変動費率を上げる要因になっている．これは本来
資産といえる高設施設がリースとなっているからであ
る．したがって，農家 D の損益分岐点売上高差異の
要因分解では，減価償却費要因が－３４％と損益分岐点
売上高を引き下げる要因となっている．
第三に，農家 E では，変動費率が上がった主な要

因は賃借料・料金である．他には光熱動力費，諸材料
費が共に６％ずつ変動費率を引き上げる要因となって
いる．
これらの農家に比べ，農家 A では，光熱動力費が
変動費率を上げる大きな要因となっている．

（５）考察

以上の検討から，次の四点を指摘したい．
第一に，農家 A は，損益分岐点売上高の要因分解
において，光熱動力費の影響が大きくなっていること
がわかった．光熱動力費は，ハウスの二重被覆やスカ
ーティング，ハウスの設定温度の変更や培地加温など
により削減することが可能と考えられるが，低温期の
草勢維持に悪影響を与えないよう，極端な暖房費の削
減は避けるべきである．

農家 A 農家 B 農家 C 農家 D 農家 E

変動費率変化率 －１．２８ －３７．９２ １３．３４ １７．６０ ５２．１９

生産価額要因 ５７．８０ ４５．３２ ５９．５０ ４６．１４ ４４．８０

変 動 費 要 因 －５８．３４ －６６．０５ －５４．１０ －３６．６６ －１５．９９

種 苗 費 要 因 －０．２０ －０．３９ －０．６２ －０．０９ ０．６１

肥 料 費 要 因 ０．５３ －２．４８ －２．５４ －１．８４ －２．２４

農業薬剤費要因 ０．２６ －０．７９ ０．６６ －０．０７ ３．８８

光熱動力費要因 １０．１５ －７．９０ －１１．５２ －０．２５ ６．１３

諸材料費要因 －２．２１ １７．５６ ２０．４８ １６．４８ ６．１１

賃借料・料金 ０．４３ －０．５６ －０．５６ １７．７３ ２２．２５

雇用労働費要因 －３０．３６ －３０．３６ －３０．３６ －２７．４９ －２１．７５

販売・一般管理費要因 －３６．９５ －４１．１３ －２９．６４ －４１．１３ －３０．９８

表４ 試験場を基準とする変動費率変化の要因分解
（単位：％）

図２ 試験場を基準とする損益分岐点変化の要因分解
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第二に，損益分岐点売上高を引き下げるには，販売
単価を上げ，変動費率を下げる方法と，費用を削減す
る方法とが考えられる．市場におけるイチゴの販売単
価が低下している中，個々の農家の販売単価を上げる
ためには，秀品率を向上させることが考えられるが，
栽培技術の向上は容易ではない．したがって，農家 A

のように，高設栽培の初心者は費用の削減の可能性に
重点を置いて考える必要がある．
第三に，変動費率の差異に重要な影響を及ぼしてい

ると考えられる費用は，諸材料費である．栽培にどう
しても必要な資材の購入は仕方が無いが，必要性の低
いものについては購入を慎重に検討するべきである．
最後に，低コスト高設栽培システムを導入すること

により，設備費，資材費を削減することは，これによ
る減価償却費の減少により経営費を下げ，イチゴ高設
栽培の損益分岐点の引き下げにも，大きな役割を果た
す．こうしたことからも，低コスト高設栽培システム
の開発が重要である．

４．ま と め

高設栽培システムの導入初年の損益分岐点売上高が
高い理由は，新たな資材購入に多くの費用（諸材料
費，農具費など）が必要であるためである．しかしな
がら，市場では販売単価の低下が続き，売上高の増加
はほとんど望めない状況であり，費用の削減が収益向
上の重要な課題である．そこで，細霧機，暖房設備な
どの資材の購入は，その必要性も含めた十分な検討が
必要である．
現在のイチゴ高設栽培の損益分岐点売上高は，平均

的には約４２０万円である．しかし，この水準では，イ
チゴ高設栽培農家の経営実態をみると，実際の生産価
額が採算点を上回ることのできない経営がある．
経営費の変化率をみると，試験場と比べて各農家の

経営費は低くなっているが，各農家の収入は試験場よ
りも，約１５０万円少なくなっており，現在のイチゴ高
設栽培の栽培技術は高投入高収量，低投入低収量とな
っているといえる．また，単収が試験場では６t，農
家では３～４t 程度に止まっていることから，高投入
にならないようにしつつ，試験場の栽培技術をいかに
農家に伝えていくかが重要な課題である．
このため，低コストで導入できる高設栽培システム

が求められている．それとともに，環境に負荷を与え
ることが懸念されている肥培管理の方法や培地の扱い
など，栽培方法の改善も必要である．

注

１）河野靖，引用・参考文献〔４〕，p．２
２）河野靖，引用・参考文献〔４〕，p．２
３）養液栽培とは，土壌を用いることなく，固形の培地

や水中に根系を形成させて，生育に必要な栄養成分
を作物ごとに固有の吸収特性に応じた成分組成・好
適濃度の培養液を与え，根には適度な酸素供給を行
って栽培する方法のことである．（引用・参考文献
〔９〕，p．３８１）

４）養液土耕栽培とは，正確には点滴養液土耕栽培のこ
とで，土を培地として利用し，点滴灌水により，土
壌の持つ機能（緩衝能）を活かしながら，作物の生
育ステージに合わせ，作物が必要とする肥料，水を
吸収可能な状態（液肥）で，リアルタイム栄養診断・
土壌養液診断を利用して過不足なく与える栽培方法
のことである．（引用・参考文献〔９〕，p．３７７）
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